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平成２５年度の新たなスタート 

教務部長  近 藤 保 子 
 
日頃より指導者の皆様にはご指導・ご協力をいただき心より感謝いたしております。 

３年制教育となり年間を通して指導者の皆様には大変お世話になっております。 

平成２５年３月３日に第２２回の国家試験が実施されました。本校より２７名が受

験をし、お陰をもちまして全員が合格をすることができました。指導者の皆様のご熱

心な指導が身のある臨床実習となり、国家試験合格へつながったと思います。心より

お礼申し上げます。 

また、就職につきましては毎年大変多くの求人票をいただいております。平成２４

年度も卒業生２７名に対し２０倍の求人をいただきました。２７名全員が就職をし、

４月から臨床現場で社会人として新たなスタートを切りました。どこかでお世話にな

ることもあるかと思います。その時にはどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、学校では４月４日に４０名の新入生を迎え、３学年の総人数は１２３名にな

りました。毎日大変賑やかな声が教室から聞こえてきます。 

国家試験の先にある「心ゆたかな歯科衛生士」を１２３名が志します。本校教職員

も学生としっかり向き合うことを大切にし、歯科衛生士教育に精一杯努力していきた

いと思います。 

 今後とも指導者の皆様にはお世話になりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 
１ 入学式（１７回生） 

 平成２５年度入学式が挙行されました。 

 西三河７地区歯科医師会を代表して、

岡崎市歯科医師会の浅井会長より「今日

歯と口の健康を通し、人々の食べる力、

生きる力をサポートするＤＨの仕事が注

目、期待されている。誇りと自信を持っ

てＤＨを目指して欲しい。」、また、愛知

県歯科衛生士会の池山会長の祝辞を天野

監事が代読され、「職業は人のためにあり、

人をつなぎ、人の心を安らかにするため

にある。働く側も人々に生きがいを与え

ＭＤＨＣだより ＮＯ．６２ 

三河歯科衛生専門学校 Ｈ２５．４．１８ 

てくれるものであり、ＤＨは人々の口を

通し、健康の素晴らしさを伝え、食べる

楽しみを維持するために貢献できる職業

である。この口を守る人としての働く喜

びを目指して頑張って下さい。」とＤＨの

需要の高さ、仕事の重要性とともに激励

のお言葉をいただきました。 

２ Ｈ２４年度２年次臨地実習から 

１）愛厚藤川の里（障がい者支援施設） 
 知的障がい者について理解を深め、知

的障がい者に対してどのような歯科保健

管理を行ったらよいか考える目的で、実

習をさせていただきました。 
学生感想文 ～抜粋～ 

 『この実習を通して、会話だけがコミ

ュニケーションではなく、話すことがで

きなくても手を繋いだり、目を見ている

だけでも心を通わせることができること

を実際に体験し、非言語のコミュニケー

ションの大切さを学びました。この施設

で学んだことを、臨床実習の現場でも活

かせるように努力していきたいです。』 

２）青い鳥医療福祉センター・豊田市こども 

発達センター（障がい児福祉施設内歯科室） 
 障がい児について理解を深め、歯科治

療を行う際の注意点を学ぶ目的で実習を

させていただきました。 
学生感想文 ～抜粋～ 

 『指導ＤＨの対応から、障がい児のま

ずできることを見つけ認めて褒めること、

そしてできなかったことができた時に一

緒に共感し、喜ぶことが患者さんとその

保護者の方とのアプローチにつながるこ

とがわかりました。』 

 『ＤＨはそれぞれの患者の全身的疾患

や性格、環境などをしっかり把握し、看

護師や介護士などの他の医療職との連携

をしながらサポートをしている光景を見

て、ＤＨの仕事のやりがいとチームワー

クで進めることの大切さを学びました。』 

 短い時間の実習の中でも、医療人とし

て、また人としての礎を学び、新たな目

標が定まったように思います。ご指導あ

りがとうございました。 

３ 第２２回歯科衛生士国家試験 

 国家試験は昨年より出題基準が変更し、

問題数が２００問から２２０問と増え、

１３２点以上の正答が合格となりました。 

科目では障がい者歯科や高齢者歯科など

社会のニーズに合わせた内容が加わりま

した。また、今年の受験生から３年制課

程以上を修得した学生が受験し、全国で

は６，０６４名の受験者がありました。

全国合格率は９６．２％でした。 

４ Ｈ２５年度教員体制 

 １６年間本校の歯科衛生士養成にご尽

力をいただいた原康二教頭が３月３１日

付で退職されました。４月より柏木校長

の下、近藤教務部長、１年担任前田、１

年副担任神田、２年担任川上、３年担任

小池の６名で当面は学生指導に当たって

まいります。よろしくお願いいたします。 

５ 主な行事予定 

・市民公開講座（裏面参照）   6／ 9(日) 

・レクリエーション       6／14(金) 

＜３年生＞ 

・保健所実習オリエンテーション 4／25(木) 

・「連尺小学校」保健指導実習5／16(木) 



 

 

市民公開講座のご案内 

【 日 時 】 平成２５年６月９日（日） 

            １０：００～１１：００ 

【 場 所 】 三河歯科衛生専門学校 ６Ｆ講堂 

【 講 師 】 椙山女学園大学 教授 石井英子先生 

【 テーマ 】 素敵なエイジング 

         ＊参加費無料です。是非ご参加下さい。 


